
こ
の
小
論
は
先
に
発
表
し
た
「
大
乗
荘
厳
経
論
の
研
究
ｌ
菩

提
品
第
一
偶
’
第
三
十
七
偶
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
（
大
谷
大
学
研
究
年

報
第
三
十
二
集
、
昭
弱
年
）
の
続
篇
で
あ
る
。
従
っ
て
大
谷
探
検
本

（
１
）

（
龍
谷
大
学
所
蔵
）
の
Ａ
本
、
Ｂ
本
を
逐
次
参
照
し
て
テ
キ
ス
ト
校

訂
を
行
い
な
が
ら
、
「
大
乗
荘
厳
経
論
」
菩
提
品
の
思
想
を
明
ら

か
に
し
て
い
こ
う
と
思
う
が
、
最
近
私
は
ネ
パ
ー
ル
の
ｚ
ｐ
は
○
国
巴

（
ｏ
全
）

シ
Ｈ
ｏ
宮
ぐ
。
印
よ
り
大
乗
荘
厳
経
諭
の
貴
重
な
写
本
（
ｚ
腰
本
と
呼
ぶ
こ

と
に
す
る
）
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
こ
れ
も
随
時
参

照
す
る
こ
と
に
す
る
。

は
じ
め
に

大
乗
荘
厳
経
論
の
研
究

Ｉ
菩
提
品
第
三
十
八
偶
’
第
五
十
五
傷
を
中
心
と
し
て
Ｉ

｜
威
力
の
弁
別
に
つ
い
て

（
３
）無

漏
界
甚
深
に
続
い
て
「
威
力
の
弁
別
」
（
ａ
ｇ
員
ぐ
騨
く
ぎ
目
盟
）

に
関
す
る
十
一
偶
が
説
か
れ
る
。

（
４
）

「
声
聞
た
ち
の
威
力
に
よ
っ
て
、
世
間
的
な
も
の
の
そ
れ

（
威
力
）
は
打
勝
た
れ
、
独
覚
地
〔
に
属
す
る
威
力
〕
に
よ

っ
て
、
声
聞
の
そ
れ
〔
威
力
〕
は
打
勝
た
れ
」
（
第
三
十
八
偶
）

（
５
）

「
そ
れ
〔
独
覚
の
威
力
〕
は
菩
薩
の
威
力
の
一
部
分
に
も
達

し
な
い
し
、
そ
れ
〔
菩
薩
の
威
力
〕
は
如
来
の
威
力
の
一
部

分
に
も
達
し
な
い
」
（
第
三
十
九
偶
）（

６
）

こ
の
二
偶
は
安
慧
釈
に
よ
れ
ば
、
「
無
漏
界
に
お
け
る
威
力
の

最
勝
な
る
こ
と
の
殊
別
に
よ
っ
て
、
諸
佛
の
威
力
の
殊
勝
な
る
こ

と
を
示
す
」
も
の
と
い
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

舟

橋
尚
哉
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（
７
）

「
声
聞
の
福
智
の
資
糧
と
神
通
と
に
よ
っ
て
、
世
間
の
福
智

の
資
糧
と
仙
人
の
神
通
等
の
威
力
は
打
勝
た
れ
」

（
８
）
＊

「
独
覚
地
の
福
智
の
資
糧
と
神
通
等
の
功
徳
に
よ
っ
て
声
聞

の
威
力
は
打
勝
た
れ
」

（
９
）
（
、
）

「
菩
薩
の
福
智
の
資
糧
と
神
通
等
の
功
徳
に
関
し
て
、
独
覚

の
功
徳
は
百
分
の
一
、
千
分
の
一
、
一
億
分
の
一
に
も
達
し

な
い
し
」

（
皿
）

「
如
来
の
福
智
の
資
糧
と
神
通
と
〔
十
〕
力
と
〔
四
〕
無
所

．
（
、
）

畏
等
の
功
徳
に
関
し
て
、
菩
薩
の
威
力
と
功
徳
は
百
分
の
一
、

千
分
の
一
、
一
億
分
の
一
に
も
達
し
な
い
」

と
い
っ
て
、
如
来
（
諸
佛
）
の
威
力
の
殊
勝
な
る
こ
と
を
説
い
て

い
る
。こ

の
第
三
十
八
個
。
の
冒
四
ｑ
の
菌
ｇ
目
房
冒
冒
日
Ｐ
口
農
は
、

（
吃
）
（
喝
）

勿
論
、
の
．
原
昌
や
長
尾
博
士
の
訂
正
の
如
く
、
目
色
耳
①
唇
‐

ｇ
目
冨
ず
９
画
目
。
ｐ
ｐ
と
訂
正
す
べ
き
で
あ
る
。
大
谷
探
検
本
Ａ

本
（
＄
煙
菖
．
ｃ
も
、
Ｂ
本
（
虐
四
急
．
ｇ
も
胃
酋
ｑ
の
暦
冒
呂
冨
‐

巨
国
ロ
日
①
ご
ゅ
と
読
ん
で
い
る
し
、
ｚ
腰
本
も
胃
色
葛
①
富
ｇ
８
ｇ
‐

ず
冨
口
目
①
口
四
ｓ
３
息
．
ｅ
と
読
ん
で
い
る
。
な
お
安
慧
釈
で
は
こ

（
魁
）

の
第
三
十
九
偶
の
註
釈
の
直
後
に
「
十
地
〔
経
〕
中
に
も
」
と
あ

り
、
十
地
経
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

（
巧
）

す
で
に
西
尾
京
雄
教
授
の
指
摘
が
あ
る
。

（
略
）

次
に
種
類
の
差
別
（
冒
騨
圃
国
冒
騨
ｇ
①
烏
様
態
の
差
別
）
と
、
甚

深
と
い
う
特
性
と
に
よ
っ
て
、
諸
佛
の
威
力
が
如
何
に
無
量
で
あ

る
か
、
如
何
に
不
可
思
議
で
あ
る
か
が
説
か
れ
る
。

（
〃
）

「
佛
の
威
力
は
無
量
で
あ
り
、
不
可
思
議
で
あ
る
と
い
わ
れ

る
。
何
人
に
対
し
て
も
、
何
処
に
て
も
、
如
何
様
に
も
、
ど

れ
だ
け
〔
の
範
囲
〕
で
も
、
何
時
に
て
も
、
は
た
ら
く
」
（
第

四
十
偶
）

「
何
人
に
対
し
て
も
」
に
つ
い
て
安
慧
釈
は
、

（
肥
）

「
人
の
為
め
に
、
は
た
ら
く
こ
と
も
無
量
に
し
て
、
不
可
思

議
で
あ
り
、
一
人
二
人
の
為
め
に
行
じ
な
い
で
無
量
の
衆
生

の
為
め
に
、
は
た
ら
く
故
に
」

と
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
る
。

以
下
の
八
偶
（
第
四
十
一
偶
’
第
四
十
八
偶
）
は
同
じ
く
佛
の
威
力

に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
転
依
の
差
別
に
よ
っ
て
威
力
の
差
別

を
説
い
て
い
る
。
ま
ず
初
め
に
五
根
の
差
別
に
つ
い
て
、

（
心
）

「
五
根
の
転
依
に
お
い
て
は
、
一
切
の
も
の
の
、
一
切
の
境

に
対
す
る
活
動
（
冑
甚
）
に
お
い
て
、
ま
た
、
千
二
百
の
功
徳

の
生
ず
る
に
お
い
て
、
最
勝
の
威
力
が
得
ら
れ
る
」
（
第
四
十

一
偶
）

（
”
）

と
説
か
れ
る
。
「
五
根
が
転
依
し
て
清
浄
と
な
る
と
き
、
威
力
の

最
勝
は
二
種
の
最
勝
を
得
る
」
と
い
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
つ

、『ー

d、



（
別
）

に
は
「
一
切
の
も
の
の
、
一
切
の
境
に
対
す
る
活
動
」
で
あ
り
、

（
理
）

二
つ
に
は
「
千
二
百
の
功
徳
の
生
ず
る
こ
と
」
で
あ
る
。
前
者
の

．
切
の
も
の
の
、
一
切
の
境
に
対
す
る
活
動
」
と
は
、
世
親
釈

（
鰯
）

に
よ
れ
ば
、
「
一
切
の
五
根
の
一
切
の
五
境
に
対
す
る
活
動
」
で

（
鰹
）

あ
る
と
い
わ
れ
、
安
慧
釈
に
よ
れ
ば
、
「
清
浄
と
な
れ
る
と
き
、

あ
る
眼
根
に
よ
っ
て
色
を
見
る
こ
と
が
出
来
、
声
を
聞
き
、
触
せ

（
”
）

ら
る
ぺ
き
も
の
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
に
至
る
迄
、
余
の
根
の
す

は
た
ら
き

べ
て
の
作
用
（
冨
儲
日
妙
昌
）
は
為
さ
れ
得
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
す

（
坊
）

な
わ
ち
、
未
転
依
の
時
に
は
、
眼
根
は
色
境
の
み
に
向
っ
て
活
動

し
、
身
根
は
触
境
の
み
に
向
っ
て
活
動
す
る
が
＄
転
依
し
た
場
合

に
は
、
眼
根
の
み
に
よ
っ
て
あ
ら
ゆ
る
対
象
を
知
覚
す
る
と
い
う

意
味
で
あ
る
。

ま
た
「
千
二
百
の
功
徳
を
生
ず
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
安
慧
釈

（
幻
）

に
「
聖
陀
羅
尼
大
自
在
王
〔
経
〕
と
妙
法
蓮
華
〔
経
〕
な
ど
の
経
典

（
犯
）

に
出
て
い
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
法
華
経
の
法
師
功
徳
品
に
「
八

百
の
眼
の
功
徳
、
千
二
百
の
耳
の
功
徳
、
八
百
の
鼻
の
功
徳
、
千

二
百
の
舌
の
功
徳
、
八
百
の
身
の
功
徳
、
千
二
百
の
意
の
功
徳
を

得
琴
へ
し
」
と
出
て
い
る
記
述
と
関
連
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、

（
”
）

こ
れ
に
つ
い
て
も
、
す
で
に
西
尾
京
雄
教
授
の
指
摘
が
あ
る
。

（
卯
）唯

識
で
は
色
と
か
触
と
か
と
い
う
外
境
が
あ
り
え
な
い
の
に
、

ど
う
し
て
五
根
の
転
依
が
成
り
立
つ
の
か
と
い
う
徴
難
を
予
想
し

て
安
慧
釈
で
は
、
唯
識
二
十
論
の
第
九
偶
を
引
用
し
て
、

（
別
）

「
或
る
自
ら
の
種
子
よ
り
、
或
る
顕
現
有
る
了
別
が
起
る
と

き
、
彼
〔
種
子
と
顕
現
と
の
〕
二
は
、
彼
〔
了
別
〕
の
二
種

の
処
性
な
り
と
牟
尼
は
説
け
り
」
（
唯
識
二
十
論
第
九
偶
）

（
犯
）

と
い
い
、
そ
の
直
後
に
「
阿
頼
耶
識
の
中
に
所
取
と
能
取
と
の
習

気
と
種
子
が
あ
っ
て
、
眼
識
よ
り
意
識
に
至
る
迄
六
識
が
生
起
す

る
と
き
に
は
、
内
の
六
処
を
説
く
、
そ
れ
ら
の
識
の
中
で
、
眼
識

の
中
に
色
と
し
て
の
顕
現
が
生
起
す
る
、
乃
至
、
意
識
よ
り
法
と

し
て
の
顕
現
が
生
起
す
る
は
、
外
の
〔
六
〕
処
と
し
て
説
か
れ
る
」

と
い
っ
て
、
唯
識
に
お
い
て
も
内
、
外
の
処
と
い
う
区
別
が
あ
る

こ
と
を
説
い
て
い
る
。

（
弱
）
（
鋼
）

第
四
十
一
偶
の
直
前
の
目
色
邑
○
ぐ
門
甚
ｇ
の
号
国
璽
は
長
尾
博
士
が

チ
ベ
ッ
ト
訳
に
よ
っ
て
訂
正
さ
れ
た
如
く
冨
国
員
＃
号
胃
号
ロ
、
の

方
が
よ
い
。
大
谷
探
検
本
に
は
Ａ
本
（
題
画
息
．
ｅ
も
Ｂ
本
倉
与
蔦
．

巴
も
と
も
に
恩
団
員
＃
ず
胃
号
］
国
と
な
っ
て
い
る
し
、
ｚ
陰
本

も
己
騨
団
員
＃
ご
弓
＆
①
ご
画
（
鵠
豆
』
巴
と
な
っ
て
い
る
。

次
の
第
四
十
二
偶
、
第
四
十
三
偶
、
第
四
十
四
偶
の
三
偶
は
互

い
に
関
連
を
も
っ
て
い
る
。
初
め
に
第
四
十
二
偶
は
「
意
の
転
依
」

に
つ
い
て
説
い
て
い
る
。

（
妬
）

「
意
の
転
依
に
お
い
て
も
、
威
力
と
相
応
し
て
は
た
ら
く
、

非
常
に
無
垢
な
る
無
分
別
智
に
お
い
て
最
勝
な
る
威
力
が
得
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ら
れ
る
」
（
第
四
十
二
偶
）

（
妬
）

安
慧
釈
に
よ
れ
ば
「
意
〔
根
〕
と
い
う
の
は
染
汚
の
意
の
こ
と
」

（
師
）

で
あ
り
、
「
染
汚
の
意
が
転
依
し
な
い
と
き
、
我
見
、
我
愛
、
我

慢
、
我
凝
等
の
四
随
煩
悩
と
相
応
し
て
」
い
る
が
、
転
依
し
た
状

（
詔
）

態
に
つ
い
て
世
親
の
長
行
に
は
、
「
意
の
転
依
に
お
い
て
、
威
力

に
相
応
し
て
は
た
ら
く
非
常
に
清
浄
な
る
無
分
別
智
に
お
い
て
、

最
勝
な
る
威
力
が
得
ら
れ
る
」
と
説
か
れ
て
い
る
。

次
の
第
四
十
三
偶
は
「
執
受
す
な
わ
ち
五
識
身
の
転
依
」
を
説

い
て
い
る
。（

調
）
（
知
）

「
境
と
と
も
な
る
執
受
（
且
噴
色
盲
）
の
転
依
に
お
い
て
↑
実

に
欲
す
る
ま
ま
に
受
用
を
示
現
す
る
た
め
に
、
国
土
の
清
浄

に
関
し
て
、
最
勝
の
威
力
が
得
ら
れ
る
」
（
第
四
十
三
偶
）

（
狸
）

世
親
の
長
行
に
は
、
「
『
境
の
転
依
』
と
『
執
受
の
転
依
』
と
に

お
い
て
国
土
清
浄
に
関
し
て
最
勝
の
威
力
が
得
ら
れ
る
」
と
あ
り
、

（
鑓
）

安
慧
釈
に
は
そ
れ
を
更
に
説
明
し
て
、
「
境
の
声
は
色
よ
り
法
に

至
る
迄
の
六
境
を
い
う
。
執
受
の
声
は
眼
識
よ
り
身
識
に
至
る
迄

の
五
識
身
を
い
う
」
と
あ
る
よ
う
に
、
執
受
す
な
わ
ち
五
識
身
の

転
依
は
国
土
清
浄
と
関
連
し
て
説
か
れ
て
い
る
。

次
の
第
四
十
四
偶
は
「
分
別
す
な
わ
ち
意
識
の
転
依
」
に
つ
い

て
説
い
て
い
る
。

（
銅
）

「
分
別
の
転
依
に
お
い
て
、
常
時
に
、
一
切
の
智
慧
と
業
と

の
無
障
擬
に
関
し
て
、
最
勝
の
威
力
が
得
ら
れ
る
」
（
第
四
十

四
偶
）

（
姓
）
（
緬
）

安
慧
釈
に
よ
れ
ば
「
分
別
の
声
は
意
識
を
い
う
」
と
あ
り
、
「
転

依
す
る
と
き
は
二
種
の
最
勝
の
威
力
を
得
る
と
い
う
意
で
あ
る
」

（
妬
）

と
い
わ
れ
る
。
二
種
の
威
力
に
つ
い
て
安
慧
釈
に
は
「
二
つ
の
威

力
と
は
⑪
智
慧
が
常
に
無
障
砺
で
あ
る
こ
と
と
、
②
す
寺
へ
て
の
業

に
お
い
て
常
に
無
障
礒
で
あ
る
こ
と
」
と
あ
る
よ
う
に
、
二
種
の

威
力
と
は
智
慧
と
業
と
の
威
力
の
こ
と
で
あ
る
。
続
い
て
安
慧
釈

（
釘
）

で
は
、
「
そ
の
中
、
智
慧
の
声
は
大
円
鏡
智
と
平
等
智
と
成
所
作

智
と
妙
観
察
智
を
い
い
、
そ
の
智
に
よ
っ
て
あ
る
も
の
は
知
ら
れ
、

あ
る
も
の
は
知
ら
れ
な
い
の
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
も
の
は
知
ら

れ
る
。
あ
る
時
に
は
知
ら
れ
、
あ
る
時
に
は
知
ら
れ
な
い
の
で
は

な
く
、
一
切
時
に
知
ら
れ
る
と
は
、
智
が
常
に
無
障
畷
で
あ
る
と

い
わ
れ
る
」
と
智
に
つ
い
て
詳
し
く
説
か
れ
て
い
る
。

（
蛆
）

ま
た
業
に
つ
い
て
も
安
慧
釈
に
「
業
の
声
は
変
化
〔
身
〕
の
事

（
伯
）

業
を
為
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
変
化
身
の
す
べ
て
の
業
が
常
に

無
碍
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
変
化
身
と
は
釈
尊
の
よ
う
に
、
こ

の
世
に
現
わ
れ
て
、
衆
生
救
済
を
行
う
こ
と
を
い
う
か
ら
、
そ
の

働
き
が
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
常
に
無
碍
で
あ
る
」
こ
と
を
説
い
て

い
る
。先

に
こ
の
第
四
十
二
偶
、
第
四
十
三
偶
、
第
四
十
四
個
の
三
偶

句 ワ
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は
互
い
に
関
連
を
も
っ
て
説
か
れ
て
い
る
と
述
べ
た
よ
う
に
、
こ

の
三
偶
が
説
く
「
意
（
目
四
目
、
）
と
執
受
（
且
瞥
騨
盲
）
と
分
別
（
員
‐

（
鋤
）

園
］
恵
）
」
は
、
荘
厳
経
諭
求
法
品
第
四
十
偶
で
も
説
か
れ
る
三
種

（
副
）

三
種
の
顕
現
の
、
後
半
の
四
目
画
冨
‐
巨
息
四
目
で
あ
る
三
種
の
顕

現
と
相
応
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
三
種
の
顕

現
で
あ
る
「
染
汚
の
意
」
「
五
識
身
」
「
意
識
」
が
そ
れ
ぞ
れ
転

〔
求
法
品
第
四
十
偶
〕
一
依
処
（
℃
且
四
句
）

唱
豐
菌
］
四
屑
騨
３
－
対
象
（
胃
昏
四
義
）

（
所
取
の
相
）
｜

戸
身
体
（
号
冒
身
）

〔
転
依
〕
〔
求
法
品
第
四
十
五
偶
〕
（
第
四
十
六
偶
）

《
意
（
日
自
騨
の
）
と
し
て
の
顕
現
ｌ
染
汚
の
意
１
１
↓
無
分
別
自
在
（
第
八
地
）

｜
（
無
分
別
智
に
お
け
る
最
勝
の
威
力
を
得
る
）
意
の
転
依
（
菩
提
品
第
四
十
二
偶
）

｜
〔
菩
提
品
第
四
十
二
偶
〕

’
〔
転
依
〕

唱
倒
９
百
厘
留
冨
へ
執
受
（
鳥
国
目
）
と
し
て
の
顕
現
Ｉ
五
識
身
ｌ
↓
国
土
自
在
（
第
八
地
）

（
弱
）三

種
三
種
の
顕
現

（
求
法
品
第
四
十
偶
）

（
能
取
の
相
）

分
別
（
ぐ
時
巴
冨
）
と
し
て
の
顕
現
Ｉ
意
識
ｌ

（
智
慧
と
業
と
の
無
障
凝
に
お
け
る
最
勝
の
威
力
を
得
る
）

執
受
（
目
四
四
目
）
と
し
て
の
顕
現
Ｉ
五

（
国
土
清
浄
に
お
け
る
最
勝
の
威
力
を
得
る
）

と
し
て
の
顕
現
Ｉ
六
根

と
し
て
の
顕
現
Ｉ
器
の
如
き
阿
頼
耶
識

と
し
て
の
顕
現
Ｉ
六
境

。
《
／
一
・
Ｊ
言
需
も
↓
、
…
〔
転
依
〕

求
法
品
第
四
十
偶
並
び
に
第
四
十
四
偶
の
安
慧
釈
（
北
京
版
麗
甲
甲
印
罷
や
甲
巴

依
し
て
、
「
無
分
別
清
浄
」
「
国
土
清
浄
」
「
智
慧
と
業
と
の
無

障
礪
」
の
威
力
を
得
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
を
求
法
品
第
四
十
五

（
犯
）

偶
の
四
自
在
と
対
比
さ
せ
る
と
、
「
無
分
別
自
在
」
「
国
士
自
在
」

と
「
智
慧
と
業
と
の
自
在
」
に
そ
れ
ぞ
れ
相
応
し
、
こ
れ
を
図
示

す
れ
ば
次
の
如
く
な
る
か
と
思
う
。

〔
転
依
〕

識
１
１
↓
智
慧
自
在
（
第
九
地
）

第
九
地
）
と
業
自
在
（
第
十
地
）

意
識
の
転
依
（
菩
提
品
第
四
十
四
偶
）

五
根
の
転
依
（
菩
提
品
第
四
十
一
偶
）

五
識
身
の
転
依
（
菩
提
品
第
四
十
三
偶
）
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次
の
第
四
十
五
偶
は
無
住
処
浬
藥
を
説
く
偶
で
あ
る
。

（
認
）
（
弱
）

「
安
住
の
転
依
に
お
い
て
、
無
垢
の
立
場
に
お
い
て
、
諸
佛

の
無
住
処
浬
・
葉
と
い
う
最
勝
の
威
力
が
得
ら
れ
る
」
（
第
四
十

五
偶
）

（
死
）

安
住
（
冒
昌
粋
園
）
に
つ
い
て
は
安
慧
釈
に
「
安
住
の
声
に
よ
っ

て
、
阿
頼
耶
識
と
そ
の
〔
阿
頼
耶
識
〕
を
所
縁
と
し
て
は
た
ら
く

境
界
で
あ
る
器
世
間
で
あ
る
大
根
本
地
を
い
う
。
阿
頼
耶
識
も
ま

た
、
善
不
善
の
業
の
習
気
の
依
処
で
あ
り
、
身
と
受
用
と
処
の
如

く
に
、
阿
頼
耶
自
体
が
か
く
の
如
く
〔
三
つ
に
〕
顕
現
す
る
か
ら
、

阿
頼
耶
に
安
住
す
る
と
い
わ
れ
る
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

（
師
）

四
十
五
偶
⑥
の
煙
。
巴
①
は
一
応
長
尾
博
士
の
訂
正
に
よ
り
②
自
己
の

と
し
て
読
ん
だ
が
、
そ
れ
で
よ
い
か
ど
う
か
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

（
昭
）

長
尾
博
士
も
印
Ｆ
⑥
急
も
注
意
さ
れ
て
い
る
如
く
、
チ
ベ
ッ
ト
訳

（
的
）

は
Ｑ
凰
日
＆
（
四
日
巳
騨
）
で
あ
る
。
切
凋
ｏ
亘
も
閏
ロ
巴
の
と
訂
正
し

（
印
）

て
い
る
。
し
か
し
漢
訳
の
偶
頌
に
「
不
動
句
」
（
大
正
三
一
、
六
○

五
ａ
）
と
あ
り
、
長
行
に
も
「
不
動
無
漏
法
界
」
（
大
正
三
一
、
六

（
田
）

○
五
ａ
）
と
あ
り
、
ま
た
安
慧
釈
に
も
「
諸
佛
の
不
動
処
」
（
⑳
自
切

儲
賜
四
ｍ
目
煙
目
印
院
琶
口
昌
唱
ｏ
唱
四
印
）
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
画
８
旨

（
不
動
）
の
可
能
性
も
出
て
く
る
。
し
か
し
大
谷
探
検
本
を
見
る

と
、
Ａ
本
命
害
息
．
ｅ
も
Ｂ
本
（
倫
四
蔦
．
巴
も
と
も
に
凹
日
巴
①
と

あ
り
、
ｚ
睦
本
（
患
い
息
．
己
も
四
目
巴
①
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
や

は
り
長
尾
博
士
の
訂
正
通
り
騨
日
畠
①
と
解
し
た
方
が
よ
い
で
あ
ろ

う
。
あ
る
い
は
初
め
か
ら
写
本
に
色
目
巴
①
と
騨
○
巴
の
の
二
種
が

混
同
さ
れ
て
伝
え
ら
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

次
に
婬
欲
（
旨
昌
昏
ロ
ロ
沙
）
の
転
依
に
つ
い
て
次
の
如
く
説
か
れ
る
。

（
鯉
）

「
婬
欲
の
転
依
に
お
い
て
、
佛
の
楽
住
に
関
し
て
ま
た
妻
に

対
す
る
無
染
汚
の
見
に
関
し
て
、
最
勝
の
威
力
が
得
ら
れ

る
」
（
第
四
十
六
偶
）

（
錨
）

婬
欲
に
つ
い
て
安
慧
釈
は
「
婬
欲
は
身
根
の
一
部
分
で
あ
っ
て
、

女
と
男
と
の
二
根
が
互
い
に
結
合
す
る
か
ら
婬
欲
と
い
わ
れ
る
。

こ
の
婬
欲
が
転
依
す
る
、
す
な
わ
ち
非
梵
行
の
貧
欲
と
離
れ
る
と

き
、
二
種
の
最
勝
の
威
力
を
得
る
と
い
う
意
で
あ
る
」
と
説
き
、

そ
し
て
こ
こ
で
い
う
「
二
種
の
最
勝
の
威
力
」
に
つ
い
て
安
慧
釈

（
“
）

は
「
仙
佛
の
楽
住
に
お
い
て
三
昧
の
楽
を
得
る
こ
と
と
、
⑨
妻
に

対
す
る
無
染
汚
の
見
に
お
い
て
負
欲
を
生
じ
な
い
こ
と
」
で
あ
る

と
説
明
し
て
い
る
。

（
髄
）

次
の
第
四
十
七
偶
は
「
虚
空
の
想
の
転
依
３
働
く
＃
蔵
）
」
を
説

く
偶
で
あ
る
。

（
髄
）

「
虚
空
の
想
の
転
〔
依
〕
に
お
い
て
思
惟
せ
ら
れ
た
対
象
の

（
碗
）

増
長
に
関
し
て
、
ま
た
去
る
こ
と
と
、
色
を
観
察
す
る
こ
と

に
関
し
て
最
勝
の
威
力
が
得
ら
れ
る
」
（
第
四
十
七
偶
）

（
“
）

虚
空
の
想
の
転
依
に
お
い
て
、
二
種
の
威
力
が
得
ら
れ
る
と
い

39



（
ぬ
）

わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
⑩
虚
空
蔵
の
三
昧
を
得
る
こ
と
と
、
②

欲
す
る
ま
ま
に
行
く
こ
と
が
で
き
、
壁
や
山
等
が
無
碍
と
な
り
、

ま
た
す
べ
て
に
虚
空
の
は
た
ら
き
を
思
惟
す
る
と
き
、
一
切
の
も

の
は
虚
空
の
表
面
の
如
く
な
る
」
と
い
わ
れ
る
。
虚
空
想
と
は
安

（
犯
）

慧
釈
に
「
無
碍
な
る
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
虚
空
の
如
し
と
分
別
す
る

と
き
、
有
碍
な
る
と
こ
ろ
、
そ
れ
ら
は
色
で
あ
る
と
分
別
す
る
は

虚
空
想
と
い
わ
れ
る
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

佛
の
威
力
を
説
く
十
一
偶
（
第
三
十
八
偶
’
第
四
十
八
偶
）
の
中
、

第
四
十
一
偶
以
下
の
八
偶
（
第
四
十
一
偶
’
第
四
十
八
偶
）
は
「
転
依
」

を
説
く
偶
で
あ
る
が
、
最
後
の
第
四
十
八
偶
は
、
そ
れ
ら
の
「
転

依
」
を
ま
と
め
て
次
の
如
く
説
い
て
い
る
。

（
別
）

「
以
上
の
如
く
、
無
量
の
転
依
に
お
け
る
無
量
の
威
力
は
、

諸
佛
の
無
垢
の
所
依
に
お
い
て
、
不
可
思
議
の
所
作
を
成
ず

（
池
）

る
〔
か
ら
で
あ
る
〕
と
考
え
ら
れ
た
り
」
（
第
四
十
八
偶
）

（
沼
）

世
親
釈
に
は
こ
れ
を
説
明
し
て
「
そ
こ
（
無
量
の
転
依
）
に
お

い
て
、
諸
佛
の
無
漏
界
に
お
け
る
不
可
思
議
の
所
作
を
成
ず
る
威

（
澱
）

力
は
無
量
で
あ
る
」
と
説
き
、
安
慧
釈
に
は
「
無
量
の
転
依
に
よ

っ
て
、
転
依
よ
り
生
じ
た
威
力
と
功
徳
も
無
量
で
あ
る
と
い
わ
れ

る
。
無
量
の
威
力
の
如
く
、
そ
の
如
く
威
力
よ
り
生
じ
た
変
化
身

等
は
衆
生
の
為
め
に
佛
の
事
業
を
成
じ
て
も
無
辺
、
無
量
と
い
わ

れ
る
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

次
に
「
佛
が
衆
生
を
成
熟
さ
せ
る
因
」
に
つ
い
て
七
偶
（
第
四
十

（
方
）

九
偶
’
第
五
十
五
偶
）
が
説
か
れ
る
。
安
慧
釈
に
よ
れ
ば
「
先
に
は

菩
薩
行
に
住
す
る
時
、
か
く
の
如
く
衆
生
を
成
熟
さ
せ
る
こ
と
を

説
く
‐
今
は
究
寛
な
る
佛
地
を
得
て
衆
生
を
如
何
に
し
て
成
熟
す

る
か
を
説
く
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
佛
が
佛
地
を
得
て
後

の
衆
生
を
成
熟
さ
せ
る
因
に
つ
い
て
説
く
の
で
あ
る
。

（
沼
）
（
刃
）

「
善
〔
根
〕
を
増
長
し
た
る
世
人
は
清
浄
に
お
い
て
最
高
に

（
帥
）

進
む
、
ま
た
善
〔
根
〕
を
積
ま
な
い
で
善
〔
根
〕
の
増
長
に

こ
の
第
四
十
八
偶
。
の
四
口
届
曾
目
圏
は
こ
の
ま
ま
で
よ
い
の

か
も
し
れ
な
い
が
、
大
谷
探
検
本
Ｂ
本
に
四
口
目
狸
目
目
（
億
四
葛
＆
）

（
乃
）

と
あ
り
、
Ａ
本
も
閨
〕
息
冒
習
呉
目
）
（
邑
騨
息
．
ｓ
と
あ
り
、
ｚ
陸

本
も
四
目
届
昏
倒
前
（
目
）
急
ぎ
息
．
巴
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
ｐ
ご
ロ
ー

“
吾
習
目
よ
り
画
ロ
馬
昏
倒
目
の
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

シ
ラ
ブ
ル
の
点
で
は
問
題
な
い
し
、
文
法
的
に
も
く
ぎ
冒
薗
と
性

数
格
を
一
致
さ
せ
た
と
考
え
れ
ば
普
昌
駕
目
目
の
方
が
よ
い
と
思

う
が
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
御
教
示
頂
き
た
い
。
な
お
チ
琴
ヘ
ッ
ト

訳
で
も
「
所
作
を
成
ず
る
無
量
の
威
力
」
と
読
ん
で
い
る
か
ら
、

⑳
口
屋
ぃ
目
画
口
倒
と
読
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

二二

そ
の
同
じ
佛
が
衆
生
を
成
熟

（
巧
）

さ
せ
る
因
に
つ
い
て
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お
い
て
最
高
に
進
む
。
か
く
の
如
く
世
人
は
す
べ
て
の
方
処

に
お
い
て
、
勝
者
の
善
説
に
よ
っ
て
、
未
熟
あ
る
い
は
已
熟

（
肌
）
（
躯
）

と
し
て
進
む
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
世
で
は
常
に
進
む
が
無

余
に
で
は
な
い
」
（
第
四
十
九
偶
）

「
善
〔
根
〕
を
増
長
し
た
る
世
人
」
と
は
、
安
慧
釈
に
よ
れ
ば
、

（
鯛
）

「
勝
解
行
地
や
十
地
等
の
次
第
に
よ
っ
て
行
ず
る
は
、
善
を
増
長

す
る
世
人
と
い
わ
れ
る
」
と
説
か
れ
、
ま
た
「
最
高
に
進
む
」
と

（
盤
）

は
「
佛
地
と
し
て
の
無
住
処
浬
盤
を
得
る
は
最
勝
の
清
浄
に
行
く

と
い
わ
れ
る
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
善
根
を
積
ん
だ
も
の
は
最

（
胡
）

高
に
進
む
が
、
「
善
根
を
積
ま
な
い
も
の
も
善
〔
根
〕
の
増
長
に

（
妬
）

お
い
て
最
高
に
進
む
」
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
未
だ
成
熟
し

て
い
な
い
も
の
は
、
善
〔
根
〕
の
増
長
に
お
い
て
最
高
性
に
進
み

つ
つ
、
成
熟
に
進
む
」
の
で
あ
る
。

四
十
九
偶
仙
の
ぐ
倒
８
は
伊
野
』
本
に
鼠
と
３
と
の
間
に

口
四
が
入
っ
て
い
な
い
が
、
Ｆ
⑪
己
自
身
の
訂
正
（
仏
訳
輯
鴎
脚
註
）

や
長
尾
博
士
の
訂
正
（
桝
昌
蔦
．
筐
）
に
よ
り
、
自
画
を
挿
入
し
た
方

（
師
）

が
よ
い
。
こ
の
偶
は
伊
野
」
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
Ⅳ
シ
ラ
ブ

ル
の
望
合
胃
冒
と
一
致
す
る
か
ら
、
シ
ラ
ブ
ル
の
上
か
ら
い
っ

て
も
ご
沙
が
入
ら
な
い
と
一
シ
ラ
ブ
ル
不
足
す
る
。
大
谷
探
検
本

の
Ａ
本
（
き
鱈
》
ヘ
．
ｅ
や
Ｂ
本
倉
号
畠
＆
）
に
も
口
四
は
入
っ
て
い

る
し
、
ｚ
降
本
（
畠
）
息
．
心
に
も
入
っ
て
い
る
。
勿
論
団
四
噌
巨

本
念
急
菖
．
己
に
も
入
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
冒
四
…
…
鼠
①
３
日
」

で
あ
る
が
、
「
無
余
に
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
、
安
慧
釈
に

（
船
）
（
的
）

よ
れ
ば
「
常
に
成
熟
を
為
し
〔
給
う
〕
て
も
こ
の
輪
廻
の
住
よ
り

衆
生
を
あ
ま
ね
く
尽
く
し
た
も
の
と
は
な
ら
な
い
」
と
説
明
さ
れ

て
い
る
。

（
卯
）ぐ

国
］
四
国
四
目
冨
昌
も
Ｆ
小
員
自
身
の
訂
正
（
仏
訳
恒
路
脚
註
）
や

長
尾
博
士
の
訂
正
（
〆
旨
息
．
菌
）
に
よ
っ
て
、
ぐ
国
］
胃
】
目
冨
日
と

さ
れ
、
団
侭
。
ご
本
（
や
畠
息
．
己
）
も
そ
れ
に
従
っ
て
い
る
。
こ

の
訂
正
は
正
し
い
と
思
う
が
、
大
谷
探
検
本
は
Ａ
本
復
ｇ
息
．
］
）

も
Ｂ
本
鱈
号
急
．
ｇ
も
、
そ
れ
に
ｚ
診
本
色
曾
息
ｅ
も
ぐ
国
］
煙
目
色
‐

制
百
日
の
ま
ま
で
あ
る
。
な
お
チ
ミ
ヘ
ッ
ト
訳
は
凋
門
○
ｇ
叩
、
日
旨

圃
「
進
む
こ
と
に
よ
っ
て
成
熟
に
〔
進
む
〕
」
と
訳
し
て
い
る
。

（
虹
）

次
に
「
衆
生
を
成
熟
さ
せ
る
菩
薩
の
成
熟
が
希
有
な
る
と
希
有

で
な
い
と
の
相
を
説
く
」
と
い
う
第
五
十
偶
が
説
か
れ
る
。

（
”
）
（
鮒
）

「
同
様
に
、
到
達
し
難
く
、
最
高
の
功
徳
と
相
応
す
る
未
曾

（
“
）

有
を
有
す
る
、
常
な
る
大
菩
提
を
、
ま
た
帰
依
処
な
き
も
の

に
と
っ
て
、
恒
常
な
る
帰
依
処
を
、
賢
者
は
常
に
一
切
時
に
、

（
卵
）す

零
へ
て
の
方
処
で
得
る
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
は
世
間
に
お
い

て
希
有
で
あ
る
。
〔
し
か
し
〕
よ
く
方
軌
に
よ
っ
て
行
ず
る

の
で
あ
る
か
ら
、
未
曾
有
な
こ
と
で
も
な
い
」
（
第
五
十
偶
）

（
妬
）
（
卯
）

「
同
様
に
（
菌
芸
巴
」
と
い
う
の
は
安
慧
釈
に
よ
れ
ば
一
‐
先
の
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所
説
を
い
う
、
先
の
所
説
の
如
く
、
か
の
菩
提
は
得
難
い
」
と
あ

る
よ
う
に
、
「
直
前
の
第
四
十
九
偶
の
所
説
と
同
様
に
」
の
意
で

あ
る
。
そ
し
て
続
い
て
菩
提
品
第
一
偶
、
第
二
偶
（
ａ
‐
ｂ
）
が

（
兜
）

引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
述
べ
た
こ

と
が
あ
る
。

（
的
）

「
賢
者
食
司
『
鯉
）
は
常
に
一
切
時
に
、
す
等
へ
て
の
方
処
で
大
菩

（
伽
）

提
を
得
る
」
と
い
わ
れ
、
安
慧
釈
に
は
「
こ
の
得
難
い
、
大
菩
提

は
賢
者
に
よ
っ
て
常
に
得
ら
れ
る
、
と
い
う
意
で
あ
る
。
そ
れ

（
大
菩
提
）
が
得
ら
れ
た
と
き
、
自
利
も
円
満
と
な
り
、
利
他
も

円
満
と
為
し
給
う
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
大
菩
提

を
得
る
と
い
う
こ
と
は
、
「
そ
れ
は
世
間
に
お
い
て
希
有
な
こ
と

で
あ
る
」
（
９
ｓ
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
「
規
則
に
よ
っ
て
行
ず

る
か
ら
未
曾
有
で
は
な
い
」
（
９
ｓ
と
い
わ
れ
、
安
慧
釈
に
よ
れ

（
血
）

ぱ
「
規
則
は
菩
提
を
得
る
こ
と
と
相
応
す
る
道
を
い
う
」
と
説
明

（
血
）

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
偶
は
す
で
に
武
内
紹
晃
教
授
に
よ
っ
て
大
谷

探
検
本
の
Ａ
本
、
Ｂ
本
を
用
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に

再
検
討
し
て
み
よ
う
。

五
十
個
③
の
冒
弓
画
８
ｑ
倒
冒
は
Ｆ
か
ａ
（
仏
訳
恒
路
脚
註
）
や

長
尾
博
士
（
×
昌
忌
、
扇
）
そ
れ
に
武
内
教
授
（
前
掲
論
文
、
詞
忌
）
の

訂
正
の
如
く
胃
○
島
国
乱
圃
乱
昌
で
よ
い
。
大
谷
探
検
本
Ａ
本

禧
号
忌
．
ｅ
は
、
や
や
不
明
瞭
で
あ
る
が
、
肩
Ｃ
Ｏ
目
か
百
○
９
３

か
で
あ
ろ
う
。
Ｂ
本
は
言
“
８
厨
（
酋
〕
急
、
ｅ
の
よ
う
に
も
見
え

る
が
、
胃
の
８
国
の
誤
ま
り
で
あ
ろ
う
。
ｚ
委
本
は
一
応
胃
Ｇ
８
国

念
ｇ
急
．
ど
の
よ
う
に
読
め
る
が
、
続
い
て
の
文
字
が
国
ご
凶
と

読
め
る
の
は
、
伊
野
』
本
と
の
混
乱
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

五
十
偶
㈲
の
口
詳
薗
昌
は
大
谷
探
検
本
の
Ａ
本
復
言
息
．
望
、
Ｂ

本
律
曽
息
、
己
、
そ
れ
に
ｚ
陰
本
急
ぎ
急
ご
と
も
に
日
ご
貝
昌
）

と
読
め
る
。
従
っ
て
文
法
的
に
は
目
農
号
○
号
目
食
猪
．
胃
）

に
か
け
て
読
む
方
が
よ
い
と
思
う
。

五
十
偶
⑥
の
欠
落
の
部
分
は
伊
野
』
（
仏
訳
詞
鴎
脚
註
）
や
長

（
叩
）

尾
博
士
（
〆
昌
息
．
弓
）
の
訂
正
の
如
く
、
チ
｜
、
ヘ
ッ
ト
訳
唇
冒
覗

も
ご
○
甥
か
ら
見
て
も
日
蝕
ｇ
獣
〔
出
目
〕
で
よ
い
と
思
う
が
、

ど
う
い
う
わ
け
か
Ａ
本
種
言
怠
．
望
も
Ｂ
本
鴦
浮
き
．
己
も
ｚ
怪
本

念
冒
急
．
巴
も
、
い
ず
れ
も
こ
の
旦
昌
昌
陛
に
相
当
す
る
部
分
だ

け
欠
落
し
て
い
る
。
五
十
偶
の
長
行
の
ｓ
§
二
号
目
冒
目
胃
彊

は
５
野
只
仏
訳
詞
鴎
脚
註
）
や
長
尾
博
士
（
〆
昌
さ
．
ご
）
の
訂
正
の

如
く
苗
字
四
口
ロ
昌
冨
１
日
習
鳴
で
よ
い
で
あ
ろ
う
。
Ｂ
本
は
や
や

不
明
瞭
で
あ
る
が
、
Ａ
本
（
ｇ
豆
『
卜
と
出
）
も
ｚ
陰
本
Ｇ
ｇ
蔦
．
巴

も
菌
§
ロ
ロ
日
冨
日
胃
盟
と
読
め
る
。
嗣
侭
○
冒
本
念
．
蔬
蔦
．
ご
）

も
そ
の
よ
う
に
訂
正
し
て
い
る
。

．
（
岬
）

五
十
偶
の
長
行
の
口
胤
ｏ
胃
冒
昌
一
冨
庸
宙
ｇ
目
は
伊
野
貝
仏
訳

詞
麗
脚
註
）
や
長
尾
博
士
（
菖
員
・
扇
）
の
訂
正
の
如
く
ご
凱
○
胃
忌
日

42



巨
刷
曾
冨
昌
一
の
方
が
よ
い
。
Ｂ
本
食
豐
菖
．
ｅ
も
ｚ
信
本
念
亨
菖
と
）

も
シ
ャ
ッ
ド
は
な
い
が
、
Ａ
本
食
言
蔦
．
ｅ
に
は
明
ら
か
に
巨
肉
‐

笛
目
信
一
一
と
な
っ
て
い
る
。
勿
論
団
侭
ｏ
冒
念
・
急
菖
．
息
）
も

匿
肩
目
目
二
に
訂
正
し
て
い
る
。

（
咄
）

次
に
「
同
時
に
多
く
の
方
法
に
よ
り
成
熟
せ
し
め
る
方
便
加
行

に
お
い
て
、
如
何
に
、
何
処
に
住
し
て
、
諸
の
衆
生
を
調
伏
せ
し

め
る
か
の
因
を
説
く
」
と
い
わ
れ
る
第
五
十
一
偶
が
説
か
れ
る
。

（
Ⅷ
）

「
あ
る
場
合
に
は
、
百
の
多
く
の
方
法
に
よ
っ
て
法
輪
を
、

あ
る
場
合
に
は
生
と
没
と
を
、
あ
る
場
合
に
は
種
を
な
る

（
叩
）

〔
本
〕
生
の
行
を
、
あ
る
場
合
に
は
完
全
な
菩
提
を
、
そ
し

て
ま
た
あ
る
場
合
に
は
度
々
混
藥
を
、
説
示
す
る
所
の
彼

〔
佛
Ｉ
菩
薩
〕
は
、
そ
の
住
か
ら
動
か
ず
、
一
切
を
為
し
給

う
の
で
あ
る
」
（
第
五
十
一
偶
）

（
川
）

こ
こ
で
騨
口
曾
己
宮
（
没
）
と
は
、
安
慧
釈
に
よ
れ
ば
「
顕
わ
れ

（
叩
）

な
い
」
と
訳
さ
れ
て
お
り
、
「
同
時
に
世
間
界
に
お
い
て
、
あ
る

場
合
に
は
顕
わ
れ
な
い
と
説
く
。
菩
薩
の
身
よ
り
死
ぬ
を
説
く
と

い
う
意
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
「
生
」
に
対
す
る
「
死
」

で
あ
る
。
「
種
々
な
る
〔
本
〕
生
の
行
」
（
日
ご
と
い
う
の
は
、

（
畑
）

安
慧
釈
に
よ
れ
ば
「
種
々
の
生
を
行
ず
る
は
、
菩
薩
の
本
生
（
百
‐

国
冨
）
の
行
を
為
し
給
う
を
い
う
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
「
そ

の
住
よ
り
動
か
ず
、
一
切
を
為
す
」
（
臼
ら
と
は
、
世
親
釈
に
は

（
血
）

「
無
漏
界
よ
り
で
あ
る
」
と
の
み
あ
る
が
、
安
慧
釈
に
よ
れ
ば

（
血
）

「
そ
の
住
と
い
う
は
無
漏
法
界
を
い
う
。
種
為
の
方
便
の
事
業
を

為
し
給
う
て
無
漏
界
よ
り
動
か
ず
壊
せ
ず
、
そ
れ
ら
一
切
の
動
の

相
の
事
業
を
為
し
給
う
の
で
あ
る
」
と
詳
し
く
説
か
れ
て
い
る
。

Ｑ
冨
門
日
創
ｏ
己
畠
昌
（
臼
Ｐ
）
は
門
野
貝
仏
訳
も
震
脚
註
）
や
長
尾

博
士
（
濁
昌
急
．
ｇ
）
の
訂
正
の
如
く
目
胃
日
冒
日
・
鳥
昌
冒
で
よ

い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
Ａ
本
（
ら
戸
一
面
）
も
Ｂ
本
（
お
い
蔦
］
）
も

巳
国
Ｈ
昌
創
８
胃
い
の
よ
う
に
読
め
る
。
ｚ
陣
本
念
曾
息
．
ｅ
は

目
胃
目
倒
ｏ
農
園
の
よ
う
で
あ
る
が
、
や
や
不
明
瞭
で
あ
る
。

（
畑
）チ

ベ
ッ
ト
訳
は
呂
○
の
丙
琶
匡
合
Ｏ
Ｈ
５
で
あ
る
。
な
お
こ
の
偶
は

（
畑
）

西
尾
教
授
に
よ
っ
て
、
す
で
に
法
華
経
の
如
来
寿
量
品
の
偶
と
対

比
さ
れ
て
い
る
。

衆
生
を
成
熟
さ
せ
る
加
行
の
因
に
つ
い
て
、
次
の
第
五
十
二
偶

は
説
く
。（

蝿
）

「
諸
佛
に
は
こ
れ
は
私
の
成
熟
で
あ
る
と
、
こ
の
有
身
者

（
号
冒
目
）
は
成
熟
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
、
更
に
又
、
今

お
も
い

や
成
熟
さ
れ
る
〔
で
あ
ろ
う
〕
と
い
う
、
か
く
の
如
き
念
は

起
ら
な
い
。
し
か
し
造
作
な
く
し
て
、
善
法
に
よ
っ
て
常
に

す
、
へ
て
の
方
処
に
お
い
て
、
あ
ま
ね
く
三
つ
の
方
法
（
三
乗
）

で
人
々
は
成
熟
に
至
る
の
で
あ
る
」
（
第
五
十
二
偶
）

こ
こ
で
「
造
作
な
く
し
て
」
言
鼠
函
冒
、
園
３
日
）
と
は
、
安
慧
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（
畑
）

釈
に
「
分
別
を
具
し
な
い
で
、
無
尽
の
衆
生
を
成
熟
し
給
う
時
、

努
力
と
精
進
も
な
し
、
無
功
用
に
為
し
給
う
と
い
う
意
で
あ
る
」

と
あ
る
よ
う
に
、
「
努
力
な
く
し
て
無
功
用
に
、
衆
生
を
成
熟
さ

せ
る
」
の
意
で
あ
る
。
三
つ
の
方
法
言
葛
四
日
具
冒
）
と
は
、
世
親

釈
に
も
あ
る
よ
う
に
三
乗
（
剴
目
茸
昌
四
）
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
五

十
二
偶
の
長
行
の
８
＄
冒
蝕
は
勿
論
８
泳
昌
騨
蝕
の
誤
植
で
あ
る

（
Ⅳ
）

う
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
。

な
お
こ
の
偶
は
「
佛
説
大
乗
入
諸
佛
境
界
智
光
明
荘
厳
経
」
巻
第

二
（
大
正
一
二
、
二
五
七
ａ
ｌ
ｂ
）
の
「
如
日
光
明
行
閻
浮
提
」
の
嚥

（
畑
）

説
と
一
致
す
る
こ
と
が
西
尾
教
授
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

次
に
「
造
作
（
努
力
）
な
く
し
て
の
成
熟
」
の
譽
嶮
が
説
か
れ

づ
（
や
Ｏ

（
抑
）

「
あ
た
か
も
努
力
な
く
し
て
太
陽
（
冒
習
ロ
）
が
多
く
の
明
澄

（
伽
）

な
放
た
れ
た
光
線
を
も
っ
て
、
す
べ
て
の
処
に
あ
ま
ね
く
諸

の
穀
物
の
成
熟
を
為
す
如
く
、
そ
の
よ
う
に
法
と
い
う
太
陽

（
肖
冨
）
も
ま
た
、
寂
静
へ
の
手
段
と
し
て
の
法
の
、
放
た
れ

た
光
線
を
も
っ
て
、
す
べ
て
の
処
に
あ
ま
ね
く
諸
の
衆
生
の

成
熟
を
為
す
」
（
第
五
十
三
偶
）

（
皿
）

こ
の
偶
は
「
造
作
な
く
し
て
衆
生
を
成
熟
す
る
太
陽
の
臂
え
」

で
あ
る
と
安
慧
も
い
う
如
く
、
「
諸
佛
が
造
作
な
く
し
て
諸
の
衆

生
を
成
熟
さ
せ
る
」
と
い
う
先
の
第
五
十
二
偶
を
、
こ
こ
で
は

「
太
陽
が
努
力
な
く
し
て
諸
の
穀
物
を
成
熟
さ
せ
る
」
と
い
う
譽

嚥
で
も
っ
て
説
い
て
い
る
。
畠
凹
目
四
（
努
力
な
く
し
て
）
は
、
世

親
註
で
は
四
目
号
巨
８
日
の
園
田
（
造
作
な
く
し
て
）
と
な
っ
て
い

る
か
ら
、
こ
れ
は
同
義
語
と
考
え
て
も
よ
か
ろ
う
。

五
十
三
偶
⑪
の
毎
蝉
つ
倒
冨
は
尿
ぐ
」
も
長
尾
博
士
も
宇
井
博
士

（
“
）

も
訂
正
は
な
い
が
、
荒
牧
氏
と
国
侭
○
言
と
に
よ
っ
て
、
冒
眉
陣
‐

胃
畠
昌
と
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
偶
は
画
シ
ラ
ブ
ル
の
陞
置
国
凰
昌

（
岩
本
文
法
一
○
七
頁
）
で
あ
る
か
ら
、
Ｃ
ｌ
ｌ
－
ｌ
ｌ
ｌ
》
｜
こ
こ

こ
一
こ
こ
ｌ
｜
ｌ
こ
こ
一
亡
ｌ
｜
｜
と
な
ら
な
く
て
は
な
ら
ず
、

第
二
詩
節
の
初
め
が
冒
煙
圃
冨
‐
＄
（
こ
’
Ｓ
で
は
シ
ラ
ブ
ル
が

合
わ
な
い
。
し
か
し
胃
ゅ
箇
箇
目
‐
圏
（
こ
’
ｌ
）
な
ら
シ
ラ
ブ
ル

は
合
致
す
る
か
ら
、
こ
の
訂
正
は
正
し
い
と
思
う
。

な
お
大
谷
探
検
本
は
Ａ
本
（
筐
“
蔦
卜
）
も
Ｂ
本
（
お
騨
息
聖
も
、

そ
れ
に
ｚ
径
（
喝
画
き
．
９
本
も
、
官
恩
際
四
の
ま
ま
で
あ
る
が
、

こ
れ
で
は
シ
ラ
ブ
ル
が
合
わ
な
い
か
ら
、
や
は
り
買
い
目
冨
昌
と

訂
正
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
同
じ
く
五
十
三
偶
⑪
の
昌
陛
に
つ
い
て

も
、
Ｆ
小
国
も
長
尾
博
士
も
宇
井
博
士
も
訂
正
し
て
い
な
い
が
、

（
剛
）
（
蝿
）

荒
牧
氏
と
切
侭
ｏ
宮
と
に
よ
っ
て
、
日
蝕
昌
陛
と
訂
正
さ
れ
て
い

る
。
チ
尋
ヘ
ッ
ト
訳
嘗
冒
鴇
嘗
冒
鴇
か
ら
見
て
も
、
シ
ラ
ブ
ル

の
上
か
ら
も
、
こ
の
訂
正
は
正
し
い
。

五
十
三
偶
⑥
の
冒
眉
際
①
は
シ
ラ
ブ
ル
の
点
で
は
問
題
は
な
い
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（
棚
）
（
”
）

が
、
荒
牧
氏
や
国
侭
ｏ
宮
に
よ
っ
て
胃
四
目
冨
信
に
訂
正
さ
れ
て

い
る
。
大
谷
探
検
本
は
Ａ
本
（
置
騨
違
罰
）
も
Ｂ
本
（
お
曾
息
．
ｅ
も

（
畑
）

胃
四
目
冨
昌
で
あ
る
し
、
チ
琴
ヘ
ッ
ト
訳
か
ら
見
て
も
買
い
目
冨
信

で
よ
い
と
思
う
。
な
お
国
陰
本
（
喝
騨
息
．
ｅ
は
官
名
鼻
凹
で
あ

る
が
、
こ
れ
で
は
シ
ラ
ブ
ル
が
合
わ
な
い
。

（
畑
）

す
べ
て
の
処
に
宜
昌
昌
登
と
い
う
の
は
、
荒
牧
氏
の
訳
で
は

「
八
方
の
い
ず
こ
に
も
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
安
慧
釈
に
は
「
十

方
に
」
含
耳
。
需
胃
屋
も
＄
‐
甲
鼻
誤
や
ｆ
巴
と
あ
る
。

（
伽
）

「
法
と
い
う
太
陽
」
と
い
う
の
は
、
安
慧
釈
に
よ
れ
ば
「
無
漏

界
は
十
二
支
分
の
教
説
が
＄
光
線
の
如
く
生
じ
た
因
で
あ
る
か
ら
、

太
陽
の
輪
の
如
き
故
に
法
の
太
陽
と
い
わ
れ
る
」
と
説
明
さ
れ
、

（
皿
）

ま
た
「
放
た
れ
た
光
線
」
と
い
う
の
は
、
安
慧
釈
に
は
「
法
を
説

く
と
い
う
意
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
「
佛
の
説
法
」
を

「
太
陽
の
光
線
」
の
譽
嶮
を
も
っ
て
説
い
て
い
る
。
な
お
こ
の
偶

は
先
の
第
五
十
二
偶
と
同
様
に
「
佛
説
大
乗
入
諸
佛
境
界
智
光
明

荘
厳
経
」
巻
第
二
の
「
如
日
光
明
行
閻
浮
提
」
の
哺
説
と
一
致
す

（
皿
）

る
こ
と
が
、
す
で
に
西
尾
教
授
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
抑
）

次
に
「
展
転
し
て
成
熟
せ
し
め
る
こ
と
が
無
尽
な
る
を
説
く
」

と
い
わ
れ
る
第
五
十
四
偶
が
説
か
れ
る
。
こ
の
偶
の
原
典
に
つ
い

（
剛
）

て
は
、
す
で
に
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
論
じ
な

い
。

熟
に
お
い
て
多
く
の
聚
り
無
数
無
量
の
有
情
が
生
ず
る
が
尽
き
な

い
（
段
・
ｌ
ｅ
と
い
う
中
、
そ
れ
と
似
て
如
来
は
一
有
情
を
成
熟
し

佛
と
為
し
、
こ
の
佛
に
よ
っ
て
多
く
の
無
数
無
量
の
衆
生
の
聚
り

が
成
佛
す
る
。
成
熟
し
て
も
遍
く
成
熟
す
る
如
来
の
智
慧
と
法
と

を
説
き
已
っ
た
り
、
減
少
す
る
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
意
で
あ

る
」
と
安
慧
釈
に
は
説
明
さ
れ
て
い
る
。

「
佛
が
衆
生
を
成
熟
さ
せ
る
因
」
の
最
後
と
し
て
、
次
の
第
五

（
叩
）

十
五
偶
は
「
大
海
の
書
え
を
も
っ
て
法
界
の
不
飽
足
と
〔
法
界
の
〕

不
増
大
」
を
説
く
と
い
わ
れ
る
。

（
叩
）

「
臂
え
ば
大
海
が
水
に
よ
っ
て
飽
足
に
至
る
こ
と
な
く
、
あ

る
い
は
多
く
の
清
澄
な
水
の
流
入
に
よ
っ
て
増
大
に
至
ら
な

（
鰯
）

「
譽
え
ば
一
つ
の
燈
火
よ
り
無
量
無
数
の
、
非
常
に
大
き
な

燈
火
の
聚
り
が
生
じ
て
も
、
し
か
も
そ
の
口
燈
火
〕
は
更

（
剛
）

に
そ
の
為
め
に
減
に
至
ら
な
い
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
に
一
つ

の
成
熟
よ
り
無
量
無
数
の
、
非
常
に
大
き
な
成
熟
の
聚
り
が

（
Ⅳ
）

生
じ
て
も
、
し
か
も
そ
の
〔
一
つ
の
成
熟
〕
は
更
に
、
そ
の

為
め
に
減
に
至
ら
な
い
」
（
第
五
十
四
偶
）

（
畑
）

こ
の
偶
の
基
く
経
典
は
「
維
摩
経
」
で
あ
る
こ
と
は
、
安
慧
釈

（
剛
）

に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
す
で
に
西
尾

教
授
の
指
摘
が
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
偶
の
意
は
一
‐
維
摩
経
」
の
無

尽
燈
を
想
起
す
れ
ば
よ
い
。
そ
の
無
尽
燈
の
よ
う
に
「
一
つ
の
成

へ
棚
）〆

１
１
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い
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
に
佛
な
る
界
は
、
恒
常
な
る
、
清
浄

．
に
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
飽
足
に
も
、
増
大
に
も
至
ら
な
い
。

そ
れ
が
こ
こ
に
お
け
る
最
高
の
希
有
で
あ
る
」
（
第
五
十
五
偶
）

（
加
）

安
慧
釈
に
よ
れ
ば
「
臂
え
ば
大
海
に
十
方
の
、
小
さ
な
河
や
、

多
く
の
河
が
こ
こ
（
大
海
）
に
集
ま
っ
て
も
、
〔
そ
れ
ほ
ど
に
〕

流
れ
る
に
十
分
〔
満
杯
〕
で
あ
る
と
は
し
な
い
が
、
多
く
の
河
が

こ
こ
（
大
海
）
に
入
る
余
地
を
開
け
て
お
く
か
ら
、
不
飽
足
と
い

う
意
で
あ
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
大
海
に
多
く
の
河
が
流
れ
て
行

っ
て
も
不
飽
足
で
あ
り
；
満
杯
と
な
ら
な
い
よ
う
に
↑
法
界
も
ま

た
不
飽
足
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

ま
た
大
海
の
警
嶮
の
如
く
、
法
界
は
不
増
大
で
あ
る
と
い
わ
れ

（
州
）

る
。
安
慧
釈
に
は
「
大
海
は
十
方
の
多
く
の
河
と
小
河
が
こ
こ

（
妬
）

（
大
海
）
に
集
ま
っ
て
常
に
流
れ
て
も
、
大
海
は
あ
ふ
れ
る
こ
と

も
増
大
も
な
い
か
ら
、
不
増
大
と
い
う
意
で
あ
る
」
と
あ
る
よ
う

に
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
佛
な
る
界
も
ま
た
、
大
海
と
同
じ
よ
う
に

不
飽
足
で
あ
り
、
不
増
大
で
あ
る
と
説
こ
う
と
し
て
い
る
。
そ
し

（
師
）

て
「
そ
れ
は
こ
こ
に
お
け
る
最
高
の
希
有
で
あ
る
」
（
誤
ｅ
と
い

わ
れ
る
。

（
ｗ
）
（
Ⅷ
）

五
十
五
偶
の
長
行
の
皇
〕
乱
鼠
＆
〕
涛
胃
ぐ
弾
は
Ｆ
野
芦
や
長
尾

（
即
）

博
士
や
団
侭
ｏ
冒
に
よ
っ
て
訂
正
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
＆
二
Ｐ
‐

（
馴
）

Ｑ
冨
冨
芽
弾
の
方
が
よ
い
。
チ
ベ
ッ
ト
訳
か
ら
見
て
も
閏
］
且
言
‐

（
巧
）

先
に
年
報
に
発
表
し
た
菩
提
品
第
一
偶
’
第
三
十
七
偶
に
関
す

る
も
の
よ
り
も
、
今
度
の
菩
提
品
第
三
十
八
偶
’
第
五
十
五
偶
の

（
醜
）

方
が
難
解
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
、
山
口
博
士
の
講
義
も
第
四
十
六

偶
’
第
五
十
五
偶
は
授
業
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
意
味
を
把
握
す

る
の
に
安
慧
釈
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
幸
い
チ
↓
、
ヘ
ッ
ト
学

僧
、
ツ
ル
チ
ム
師
に
教
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
も
多
く
、
一
応
私
な
り

に
理
解
し
た
つ
も
り
で
あ
る
が
＄
不
十
分
な
点
な
ど
御
教
示
頂
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

冒
尊
呉
と
読
め
る
し
、
大
谷
探
検
本
Ａ
本
奮
与
蔦
＆
）
も
Ｂ
本

種
曽
怠
．
？
話
．
己
も
＆
］
国
口
冒
丙
鼻
ぐ
剖
と
な
っ
て
い
る
し
、
ｚ
倭

本
侭
弓
菖
＆
）
も
。
曾
且
巨
箇
耳
鼻
と
な
っ
て
い
る
。

註（
１
）
菩
提
品
第
三
十
八
偶
よ
り
第
八
十
六
偶
ま
で
の
テ
キ
ス
ト
校
訂

に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
大
乗
荘
厳
経
論
（
菩
提
品
）
の
原
典
考
」

（
印
度
学
佛
教
学
研
究
第
二
十
九
巻
第
二
号
一
九
三
頁
参
照
。
）

（
２
）
ｚ
胃
５
口
旦
鈩
Ｈ
ｏ
言
ぐ
①
印
》
ｚ
ｇ
巴
．
目
録
で
は
、
、
目
（
〕
君
胃
目
目

（
国
四
口
民
屋
色
呂
臥
胃
５
国
笹
腎
色
）
や
Ｓ
ｚ
ｏ
・
呂
騨
こ
の
写
本
を

手
に
入
れ
る
た
め
、
名
大
卒
の
高
岡
秀
暢
氏
に
は
大
変
世
話
に
な

っ
た
。
こ
こ
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

（
３
）
無
漏
界
甚
深
は
菩
提
品
第
二
十
二
偶
’
第
三
十
七
偶
で
説
か
れ

む

す

び

46



る
。
（
拙
稿
「
大
乗
荘
厳
経
諭
の
研
究
」
ｌ
菩
提
品
第
一
偶
’
第

三
十
七
偶
を
中
心
と
し
て
ｌ
、
大
谷
大
学
研
究
年
報
第
三
十
二

集
、
一
○
六
頁
’
一
二
○
頁
参
照
。
）

（
４
）
原
萬
本
弔
ら
蔦
．
ご
参
照
。

§
）
原
昌
本
や
き
急
．
ご
参
照
。

（
６
）
影
印
北
京
版
囲
？
デ
ヨ
（
取
意
）
参
照
。

（
７
）
影
印
北
京
版
囲
？
胃
当
参
照
。

＊

（
８
）
影
印
北
京
版
蹟
？
画
山
参
照
。
（
デ
ル
ゲ
版
唱
騎
）

（
９
）
影
印
北
京
版
鵠
？
甲
函
参
照
。

（
皿
）
北
京
版
で
は
昏
邑
昌
四
（
閉
？
や
興
誤
？
や
ｅ
と
あ
る
の
で
、

「
境
界
に
お
い
て
」
と
訳
せ
な
い
こ
と
も
な
い
が
、
（
ロ
ヶ
ー
シ
ュ

チ
ャ
ン
ド
ラ
昏
且
ｐ
い
Ｉ
ぐ
誌
昌
①
）
、
デ
ル
ゲ
版
（
届
存
、
ゞ
届
留
哩
）

で
は
昏
且
口
閉
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
「
１
ｔ
に
関
し
て
」
（
８
］
〕
‐

８
Ｈ
ｐ
旨
巴
と
訳
す
こ
と
に
し
た
。
（
冒
巴
ａ
己
。
の
○
国
胃
①
目
《

目
与
の
３
己
．
１
両
ロ
唱
騎
両
己
旨
珪
○
口
四
Ｎ
罰
昌
冒
Ｏ
ａ
ｇ
ｐ
目
旨
①
冨
旨
〈
国
旨
‐

ぼ
鼻
苣
①
○
四
出
目
〕
巴
四
割
。
四
ゞ
閃
鼻
目
色
団
・
用
３
戸
国
宮
四
目
Ｑ
胃
、
ｚ
①
己
己
〉

ご
認
や
巴
や
も
ふ
ｇ
参
照
。
）

（
、
）
影
印
北
京
版
誤
？
干
鱈
参
照
。

（
皿
）
印
Ｆ
か
ぐ
時
冒
巴
働
哩
画
冒
蝕
ｉ
ｍ
ｐ
笥
筥
四
日
炭
騨
尉
砂
】
日
○
日
①
目
．
や
⑭
ｏ

脚
註
参
照
。

（
過
）
ｚ
Ｐ
ｍ
④
○
”
目
昌
の
ｘ
８
計
ロ
①
冒
四
ぽ
い
目
回
国
四
‐
呂
茸
巴
騨
冒
舜
習
騨
（
瑁
四
再

○
口
。
）
ｘ
旨
急
＆
参
照
。

（
皿
）
影
印
北
京
版
呂
中
平
守
＆
参
照
。

（
巧
）
西
尾
教
授
「
佛
地
経
論
之
研
究
」
二
五
頁
参
照
。

（
妬
）
礒
伽
論
菩
薩
地
で
は
冒
四
圃
国
‐
冒
騨
ｇ
①
§
窃
民
．
壱
弓
怠

予
画
＆
置
蔦
．
望
は
、
「
品
類
差
別
」
（
大
正
三
○
、
四
八
六
ｂ
、

五
五
○
ａ
）
と
漢
訳
さ
れ
て
い
る
。
（
宇
井
博
士
「
菩
薩
地
索
引
」

四
七
四
頁
参
照
。
）

（
Ⅳ
）
原
昌
本
、
や
色
蔦
．
闇
参
照
。

（
肥
）
影
印
北
京
版
誤
？
甲
『
参
照
。

（
四
）
原
武
本
、
や
含
意
函
参
照
。

（
別
）
影
印
北
京
版
誤
？
』
当
参
照
。

（
虹
）
恩
畠
本
、
亨
ら
怠
忠
参
照
。

（
躯
）
隈
菖
本
、
や
直
怠
い
参
照
。

（
塊
）
原
急
本
、
畢
酋
息
酎
参
照
。

（
型
）
影
印
北
京
版
囲
？
函
山
参
照
。

（
妬
）
北
京
版
は
Ｈ
品
耳
曾
駕
、
冨
嵐
固
巨
“
宮
（
鵠
？
？
“
で
あ
る

が
、
デ
ル
ゲ
版
は
Ｈ
品
ご
囚
匿
駕
ｍ
恵
爲
ロ
扇
冒
（
届
冒
息
．

吟
）
し
」
造
妙
子
Ｃ
Ｏ

（
妬
）
山
口
博
士
講
義
ノ
ー
ト
参
照
。
（
私
が
修
士
一
回
の
時
に
授
業

で
受
け
た
講
義
ノ
ー
ト
で
あ
る
。
）
安
慧
釈
影
印
北
京
版
囲
？
や

了
く
誤
中
甲
画
参
照
。

（
”
）
影
印
北
京
版
誤
？
甲
函
参
照
。

（
躯
）
識
燕
幸
繧
法
華
経
下
」
（
岩
波
文
庫
）
九
○
頁
並
び
に
三
五

四
頁
参
照
。

（
羽
）
西
尾
教
授
「
佛
地
経
論
之
研
究
」
二
六
頁
参
照
。

（
鋤
）
山
口
博
士
の
講
義
ノ
ー
ト
参
照
。

（
瓢
）
山
口
、
野
沢
博
士
「
世
親
唯
識
の
原
典
解
明
」
五
四
頁
参
照
。

影
印
北
京
版
誤
？
甲
②
参
照
。

切
尿
急
》
ぐ
筒
口
冒
目
弾
昌
副
覺
（
言
員
）
ふ
堂
誤
参
照
。

（
鍬
）
影
印
北
京
版
鵠
？
印
画
参
照
。

（
鍋
）
原
昌
本
、
や
虐
怠
．
］
参
照
。
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（
弘
）
ｚ
Ｐ
魑
○
目
号
凋
×
昌
息
．
④

（
弱
）
尿
ａ
本
、
己
ら
急
．
『
参
照
。

（
郡
）
影
印
北
京
版
国
司
山
山
（
取
意
）
参
照
。

（
師
）
影
印
北
京
版
誤
予
］
凸
参
照
。

（
犯
）
原
急
本
、
や
虐
息
と
参
照
。

（
調
）
尿
ａ
本
、
や
と
蔦
．
臣
参
照
。

（
蛆
）
宇
井
博
士
は
漢
訳
に
「
受
」
と
あ
る
か
ら
「
受
」
と
訳
さ
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
「
受
」
で
は
ぐ
①
§
鼠
と
混
同
し
や
す
い
。

宇
井
博
士
自
身
も
、
求
法
品
第
四
十
偶
の
長
行
で
は
且
唱
巴
国
に

対
し
て
「
取
」
と
い
う
訳
語
を
与
え
て
い
る
。
（
宇
井
著
、
二
二

一
頁
参
照
。
）

（
虹
）
尿
ａ
本
、
や
虐
蔦
．
岳
参
照
。

（
蛇
）
影
印
北
京
版
鵠
？
千
画
参
照
。

（
妃
）
原
昌
本
、
や
ら
息
．
ぷ
参
照
。

（
“
）
影
印
北
京
版
鵠
『
出
土
参
照
。

（
蝿
）
影
印
北
京
版
画
弓
出
土
Ｉ
午
昌
参
照
。

（
妬
）
影
印
北
京
版
画
雪
上
山
参
照
。

（
灯
）
影
印
北
京
版
鵠
？
や
画
参
照
。

（
盤
）
影
印
北
京
版
鵠
？
芋
四
参
照
。

（
蛆
）
山
口
博
士
の
講
義
ノ
ー
ト
参
照
。

（
帥
）
尿
且
本
、
や
震
息
．
閏
参
照
。
野
沢
博
士
「
梵
文
大
乗
荘
厳

経
論
に
あ
ら
わ
れ
た
る
三
性
説
管
見
ｌ
求
法
品
第
十
一
を
中
心

と
し
て
ｌ
」
（
大
谷
学
報
第
十
九
巻
第
三
号
）
五
八
頁
註
皿
参

照
。
高
崎
直
道
博
士
「
入
拐
伽
経
の
唯
識
説
」
（
佛
教
学
創
刊
号
）

一
三
頁
’
一
四
頁
参
照
。

（
副
）
隈
鼠
本
、
ロ
訊
息
上
参
照
。

（
砲
）
尿
昌
本
、
や
急
菖
恥
参
照
。
拙
稿
「
四
自
在
と
十
自
在
ｌ

初
期
唯
識
論
書
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
（
印
度
学
佛
教
学
研
究
第

二
十
六
巻
第
一
号
）
三
六
五
頁
参
照
。

（
兜
）
高
崎
直
道
博
士
「
入
傍
伽
経
の
唯
識
説
」
（
佛
教
学
創
刊
号
）

一
四
頁
参
照
。
（
三
種
三
種
の
顕
現
の
用
語
は
高
崎
博
士
の
論
文

に
従
っ
た
。
）

（
副
）
Ｆ
野
』
本
、
固
占
蕾
当
．
ご
参
照
。

（
弱
）
胃
巴
⑦
を
長
尾
博
士
の
訂
正
（
ｚ
品
騨
○
百
号
ｘ
》
勺
四
梓
○
ロ
①

ｘ
昌
怠
．
旨
）
に
従
い
、
色
目
巴
①
と
し
て
読
む
こ
と
に
し
た
。

（
邪
）
影
印
北
京
版
呂
？
や
、
参
照
。

（
師
）
ｚ
四
ｍ
四
○
門
口
。
①
撚
（
も
凹
昇
○
国
①
〆
昌
蔦
．
ｇ
）

（
兜
）
冒
四
冨
乱
口
四
の
貝
国
冨
冒
冨
国
目
目
①
目
や
四
脚
註
参
照
。

（
弱
）
国
侭
ｏ
宮
“
旨
凹
目
乱
巨
四
目
茸
巴
四
目
園
３
℃
に
息
．
息
参
照
。

（
帥
）
宇
井
博
士
「
大
乗
荘
厳
経
論
研
究
」
（
一
五
六
頁
）
に
は
「
不

動
向
」
と
あ
る
が
、
「
不
動
句
」
の
誤
植
。
（
再
版
本
に
も
訂
正
は

な
い
。
）

（
伽
）
影
印
北
京
版
画
司
占
山
参
照
。

（
館
）
尿
ａ
本
、
や
ら
急
．
鵠
参
照
。

（
銘
）
影
印
北
京
版
鵠
や
甲
い
参
照
。

（
“
）
影
印
北
京
版
蹟
？
甲
、
（
取
意
）
参
照
。

（
髄
）
菩
提
品
第
四
十
一
偶
’
第
四
十
六
偶
で
は
冨
働
ぐ
営
は
（
転
依
）

が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
ぐ
菌
員
匪
が
用
い
ら
れ
る
。

の
呂
目
耳
目
ロ
、
の
旨
も
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
｝
」
れ
は
「
韻
文
の
理
由

か
ら
」
（
色
目
目
鼻
国
の
。
肩
口
⑦
３
口
：
ご
）
と
思
わ
れ
る
が
、
ｍ
ｇ
‐

目
９
口
畠
。
ｐ
や
勝
呂
博
士
の
指
摘
さ
れ
る
如
く
、
ぐ
薗
員
昼
に
は

除
去
（
固
の
の
①
旨
唱
侭
）
や
中
断
（
疹
昌
９
月
。
旨
）
の
意
が
あ
り
、
ま
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た
安
慧
釈
に
も
名
目
儲
Ⅱ
Ⅱ
官
四
園
§
と
註
釈
さ
れ
て
い
る
。
特
に

第
四
十
六
偶
は
冨
国
鼻
甚
で
は
あ
る
が
、
婬
欲
の
転
依
（
富
風
‐

員
昌
）
の
意
で
あ
る
か
ら
、
第
四
十
七
偶
の
く
鼠
周
昌
と
同
義

に
解
せ
ら
れ
る
。
従
っ
て
富
団
員
言
に
も
「
除
去
」
の
意
が
あ

る
こ
と
に
な
ろ
う
と
い
わ
れ
る
。
筋
目
目
算
冒
口
鉱
○
貝
己
目
ｚ
胃
‐

‐
ぐ
動
画
四
シ
ゥ
駕
冒
昌
茸
目
色
閏
ご
旨
扉
の
四
国
ｐ
“
四
目
喝
い
ぼ
餌
員
Ｑ
２

固
○
魁
３
門
：
目
日
昏
ゞ
急
尉
昌
岳
＄
』
や
罵
畠
十
一
扇
．
勝
呂

博
士
「
唯
識
説
に
お
け
る
真
理
概
念
」
（
法
華
文
化
研
究
第
二
号
）

六
一
頁
参
照
。
）

（
師
）
原
急
本
、
詞
怠
怠
＆
参
照
。

（
師
）
ぐ
号
圃
ぐ
四
国
秒
は
く
員
割
引
則
よ
り
成
れ
る
語
で
あ
っ
て
、
モ
ニ

ェ
ル
の
字
典
に
よ
れ
ば
、
３
口
隠
拐
８
秒
弓
の
胃
》
・
〆
四
日
目
目
５
口
、

一
目
日
の
目
な
ど
の
訳
が
あ
る
が
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
叶
ロ
四
目
も
胃
ｇ
淵
。

ｂ
秒
（
ロ
ケ
ー
シ
ュ
チ
ャ
ン
ド
ラ
も
ｐ
Ｈ
胃
団
》
も
Ｈ
四
句
］
ｏ
四
吋
四
』
旨
ｏ
ゆ
く
四
》

負
ｇ
自
彊
）
を
参
照
し
て
「
観
察
」
と
訳
す
こ
と
に
し
た
。
安
慧

釈
に
「
色
を
破
壊
す
る
」
宙
認
山
ｌ
巴
と
あ
る
が
、
「
色
を
観
察

す
る
」
こ
と
が
、
「
色
を
破
壊
し
て
観
察
す
る
」
こ
と
に
な
る
と

思
う
。
脱
稿
後
、
小
谷
信
千
代
氏
が
く
ぎ
園
ぐ
ゅ
冒
口
に
「
破
壊
」

と
「
観
察
」
の
両
意
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
知

っ
た
。
（
「
印
度
学
佛
教
学
研
究
」
第
二
十
九
巻
第
一
号
四
一
八
頁

参
照
。
）

（
舵
）
安
慧
釈
で
は
「
三
種
の
最
勝
の
威
力
を
得
る
」
宙
３
－
甲
巴
と

あ
る
が
、
第
二
の
威
力
を
二
つ
に
分
け
て
説
明
し
て
い
る
か
ら
だ

と
思
う
。

（
的
）
影
印
北
京
版
誤
？
甲
、
（
取
意
）
参
照
。

（
和
）
影
印
北
京
版
誤
？
？
『
参
照
。

（
、
）
尿
昌
本
、
勺
患
蔦
＆
参
照
。

（
頑
）
Ｆ
き
計
本
の
如
く
、
臼
］
畠
昏
習
〕
目
と
読
め
ば
、
「
成
ず
る
か

ら
で
あ
る
」
と
な
る
が
、
も
し
、
大
谷
探
検
本
、
Ｂ
本
の
よ
う
に

ど
〕
邑
豊
風
呂
と
読
め
ば
、
「
成
ず
る
」
と
な
る
か
と
思
う
。

（
沼
）
尿
昌
本
、
弱
患
菖
出
参
照
。

（
別
）
影
印
北
京
版
画
認
山
当
参
照
。

（
布
）
目
は
写
本
で
は
・
点
で
あ
る
の
で
、
写
本
の
誤
ま
り
と
い
う
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
（
）
の
中
に
入
れ
て
お
い
た
。

（
柘
）
の
属
昌
目
詳
国
（
因
相
）
で
あ
る
が
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
侭
冒
（
因
）

を
参
照
し
て
訳
し
た
。

（
万
）
影
印
北
京
版
誤
中
平
函
参
照
。
「
先
に
は
」
と
は
第
八
章
成
熟

品
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
泥
）
５
か
急
本
、
や
畠
息
ご
参
照
。

（
門
）
直
訳
す
れ
ば
、
「
浄
（
ま
た
は
善
）
に
お
い
て
増
長
し
た
る
」

で
あ
る
が
、
今
は
世
親
釈
に
冒
殴
医
日
昌
騨
（
善
根
）
と
あ
る
し
、

漢
訳
に
も
「
善
根
」
と
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
訳
し
た
。

（
帥
）
直
訳
す
れ
ば
、
ロ
ロ
腎
号
目
風
は
四
〕
〕
曲
‐
く
副
副
十
賃
動
で
あ

る
か
ら
、
「
企
て
ず
し
て
」
（
宇
井
著
一
五
八
頁
）
と
な
る
が
、

今
は
意
訳
し
た
。

（
副
）
目
目
自
白
は
第
五
十
偶
の
巳
〕
旨
ご
画
日
の
用
法
か
ら
見
る
と
、

「
常
住
な
も
の
に
」
と
訳
し
た
方
が
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

今
は
世
親
釈
昌
ご
鳥
巴
“
目
と
、
安
慧
釈
に
「
断
絶
な
く
輪
廻
の

辺
際
に
至
る
迄
、
〔
成
熟
を
〕
為
し
給
う
か
ら
、
常
と
な
る
と
い

わ
れ
る
」
（
北
京
版
蹟
中
平
己
に
よ
っ
て
訳
し
た
。

（
魂
）
い
ぼ
か
急
や
長
尾
博
士
の
訂
正
に
よ
り
ロ
ｐ
・
を
入
れ
て
訳
し
た
。

（
錦
）
影
印
北
京
版
誤
中
西
士
参
照
。
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（
鍵
）
影
印
北
京
版
驍
甲
甲
』
参
照
。

（
蹄
）
尿
負
本
、
や
患
急
．
息
、
影
印
北
京
版
誤
平
⑭
山
参
照
。

（
師
）
尿
且
本
、
や
烏
急
．
弓
参
照
。

（
師
）
尿
ａ
本
、
勺
慮
脚
註
②
参
照
。

（
銘
）
影
印
北
京
版
鵠
午
甲
⑭
参
照
。

（
鋤
）
チ
ベ
ッ
ト
訳
目
号
且
恩
は
ご
且
冒
の
尊
称
で
あ
る
。

（
卯
）
Ｆ
か
急
本
、
や
食
堂
．
ご
参
照
。

（
例
）
尿
畠
本
、
固
臆
急
．
鴎
、
安
慧
釈
、
影
印
北
京
版
驍
雫
や
い

参
照
。

（
蛇
）
原
昌
本
、
や
怠
》
』
．
ご
参
照
。

（
兜
）
丙
＃
３
．
胃
圃
日
は
原
邑
や
長
尾
博
士
や
武
内
教
授
の
訂
正

に
よ
り
肩
８
頁
芽
号
薗
日
と
し
て
読
ん
だ
。

（
鯉
）
ロ
詳
乱
日
は
儲
．
侭
．
シ
ｏ
で
あ
る
の
で
、
日
§
ｇ
ｏ
号
目
含
．
侭
．

鈩
○
）
に
か
け
て
読
ん
だ
。

（
開
）
尿
急
本
含
邑
急
．
曾
）
で
は
欠
落
し
て
い
る
が
、
辰
己
や

長
尾
博
士
の
訂
正
に
よ
っ
て
日
鰹
呂
鯉
、
四
目
と
し
て
読
ん
だ
。

（
卯
）
影
印
北
京
版
・
鵠
甲
や
い
参
照
。

（
ｗ
）
影
印
北
京
版
閉
干
鱈
出
参
照
。

（
蛇
）
拙
稿
「
大
乗
荘
厳
経
論
の
研
究
ｌ
菩
提
品
第
一
偶
Ｉ
第
三
十

七
偶
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
（
大
谷
大
学
研
究
年
報
第
三
十
二
集
）

九
二
頁
参
照
。

（
卵
）
恩
昌
本
、
弔
烏
息
．
閏
参
照
。
曾
盆
ｅ
副
国
に
相
当
す
る

チ
ベ
ッ
ト
訳
は
北
京
版
（
乞
占
ｌ
ｅ
で
は
富
国
ロ
目
蝕
冒
唾
と
な

っ
て
い
る
が
、
デ
ル
ゲ
版
（
忌
蟹
』
）
並
び
に
偶
頌
の
み
の
北
京
版

Ｇ
Ｉ
吊
巴
で
は
胃
冨
ロ
ロ
〕
四
日
い
と
な
っ
て
い
る
。

（
川
）
影
印
北
京
版
鵲
午
苧
吟
参
照
。

（
川
）
影
印
北
京
版
圏
中
平
の
参
照
。

（
叩
）
武
内
教
授
「
大
谷
探
検
隊
招
来
の
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
に
つ
い

て
」
（
龍
谷
大
学
論
集
第
三
五
二
号
）
七
八
頁
’
八
○
頁
参
照
。

（
叩
）
影
印
北
京
版
＄
出
土
参
照
。

（
川
）
Ｆ
か
昌
本
、
弓
患
息
．
鵠
参
照
。

（
川
）
尿
邑
本
、
や
畠
怠
．
『
参
照
。
〔
取
意
〕

（
川
）
原
昌
本
、
ご
鹿
息
＆
参
照
。

（
叩
）
世
親
釈
（
尿
ａ
本
、
や
畠
怠
．
巴
並
び
に
安
慧
釈
（
北
京
版

誤
？
］
ｌ
と
に
よ
っ
て
補
っ
た
。

（
川
）
昌
厨
旨
目
冒
（
影
印
北
京
版
鵠
？
串
巴
参
照
。

（
川
）
影
印
北
京
版
鵠
？
弔
い
参
照
。

（
川
）
影
印
北
京
版
画
忠
山
鰈
参
照
。

（
川
）
Ｆ
か
急
本
、
や
臨
息
．
①
参
照
。

（
叩
）
影
印
北
京
版
誤
？
甲
画
参
照
。
〔
取
意
〕

（
叩
）
影
印
北
京
版
９
１
甲
血
参
照
。

（
川
）
西
尾
教
授
「
佛
地
経
諭
之
研
究
」
二
七
頁
参
照
。

（
川
）
原
ａ
本
、
や
鹿
息
己
参
照
。

（
川
）
影
印
北
京
版
誤
？
や
『
参
照
。

（
岬
）
拙
稿
「
大
乗
荘
厳
経
論
（
菩
提
品
）
の
原
典
考
」
（
印
度
学
佛

教
学
研
究
第
二
十
九
巻
第
二
号
）
一
九
六
頁
参
照
。

（
川
）
西
尾
教
授
「
佛
地
経
論
之
研
究
」
二
四
頁
参
照
。

（
川
）
Ｆ
か
負
本
、
］
）
．
お
息
．
患
参
照
。

（
伽
）
Ｐ
Ｅ
普
く
厨
騨
曽
の
グ
昌
笛
国
は
急
‐
く
割
よ
り
成
れ
る
語
で
あ
っ

て
、
①
唱
旨
哩
○
禺
言
日
旨
く
胃
５
場
（
胃
”
鼻
冒
〕
誰
』
ね
胃
⑦
且
言
い

・
鷺
①
ｐ
里
○
口
と
い
う
意
と
、
②
四
目
巳
艮
且
①
、
壱
僅
口
は
ｑ
と
い

う
意
と
が
あ
る
。
荒
牧
氏
は
後
者
の
意
に
解
し
、
「
多
大
」
と
訳

50



さ
れ
た
が
（
「
摂
大
乗
論
の
依
他
起
性
」
イ
ン
ド
学
試
論
集
、
ｚ
ｏ
の
．

や
切
喧
ｇ
）
、
宇
井
博
士
は
「
光
明
を
放
つ
」
意
に
解
し
て
お
ら

れ
る
。
私
は
漢
訳
が
長
行
で
「
放
光
」
で
あ
る
こ
と
、
安
慧
釈
が

巨
目
冒
宿
＄
ム
ー
ロ
鵲
や
雫
ご
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
放
た
れ

，
た
〔
光
線
〕
」
と
訳
す
こ
と
に
し
た
。

（
皿
）
影
印
北
京
版
器
？
甲
切
参
照
。

（
皿
）
荒
牧
典
俊
氏
「
摂
大
乗
論
の
依
他
起
性
」
（
イ
ン
ド
学
試
論
集

ｚ
ｏ
印
．
や
ｅ
六
○
頁
参
照
。

（
岬
）
国
凋
ｏ
亘
本
、
や
怠
怠
．
吟
参
照
。

（
川
）
荒
牧
氏
「
前
掲
論
文
」
六
○
頁
参
照
。

（
畑
）
圃
品
ｏ
巨
本
、
己
屋
息
卜
参
照
。

（
伽
）
荒
牧
氏
「
前
掲
論
文
」
六
○
頁
参
照
。

（
叩
）
団
品
。
冒
本
、
や
怠
き
ふ
参
照
。

（
伽
）
目
］
四
日
の
目
目
自
身
且
（
己
山
１
ｓ
は
五
十
三
偶
㈲
の
冒
信
四
‐

菌
骨
質
四
戸
口
尉
耳
①
の
チ
寺
ヘ
ッ
ト
訳
Ｈ
ロ
色
目
“
冒
旨
ご
弓
邑
ず
Ｐ
（
ご

山
ｌ
巴
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

（
剛
）
荒
牧
氏
「
前
掲
論
文
」
六
○
頁
参
照
。

（
剛
）
影
印
北
京
版
誤
？
千
ｍ
ｌ
吟
山
参
照
。

（
剛
）
影
印
北
京
版
鵠
？
や
画
参
照
。

（
叩
）
西
尾
教
授
「
佛
地
経
論
之
研
究
」
二
四
頁
参
照
。

（
剛
）
影
印
北
京
版
呂
？
や
⑭
参
照
。

（
川
）
拙
稿
「
大
乗
荘
厳
経
論
（
菩
提
品
）
の
原
典
考
」
（
印
度
学
佛

教
学
研
究
第
二
十
九
巻
第
二
号
）
一
九
四
頁
’
一
九
五
頁
参
照
。

（
岬
）
原
急
本
、
西
崖
息
．
閏
参
照
。

耐
）
ｇ
且
］
〕
且
は
も
駕
目
と
訂
正
し
て
読
ん
だ
。
（
ｚ
口
悪
○
冒
烏
ｘ

桝
旨
蔦
．
筥
拙
稿
「
大
乗
荘
厳
経
論
（
菩
提
品
）
の
原
典
考
」
一

九
五
頁
参
照
。
）

（
Ｗ
）
圏
を
入
れ
て
読
む
こ
と
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
前
掲
論
文
」
一
九

五
頁
参
照
。

（
畑
）
影
印
北
京
版
圏
？
キ
ヨ
参
照
。

（
剛
）
西
尾
教
授
「
佛
地
経
論
之
研
究
」
二
五
頁
’
二
六
頁
参
照
。

（
Ⅷ
）
影
印
北
京
版
鵠
雫
や
、
参
照
。

（
州
）
原
畠
本
、
垣
嵯
急
＆
参
照
。

（
咄
）
原
菖
本
、
ｐ
に
蔦
函
参
照
。

（
叩
）
影
印
北
京
版
囲
？
、
上
参
照
。

（
咄
）
影
印
北
京
版
圏
雫
甲
切
参
照
。

（
叩
）
旨
Ｑ
意
は
ロ
ヶ
ー
シ
ュ
チ
ャ
ン
ド
ラ
や
ダ
ス
の
辞
典
に
よ
る

と
、
普
通
は
「
一
咳
」
や
「
疾
」
の
意
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
動
詞

の
３
９
営
○
ぐ
①
Ｈ
（
壱
、
呂
冨
．
壱
麗
巴
の
意
で
あ
る
。
↑
チ
ベ

ッ
ト
の
学
僧
、
ツ
ル
チ
ム
師
の
御
教
示
を
得
た
。
こ
こ
に
感
謝
の

意
を
表
し
ま
す
。

（
Ⅷ
）
安
慧
釈
、
影
印
北
京
版
麗
？
』
山
参
照
。

（
叩
）
Ｆ
か
ａ
の
仏
訳
、
や
爵
脚
註
参
照
。

（
咄
）
ｚ
騨
鴇
○
冒
号
閤
尚
旨
怠
．
鵲
参
照
。

（
剛
）
切
臘
。
Ｅ
本
、
固
急
急
．
届
参
照
。

（
剛
）
影
印
北
京
版
弓
山
当
参
照
。

（
剛
）
拙
稿
「
大
乗
荘
厳
経
論
の
研
究
ｌ
第
一
偶
’
第
三
十
七
偶
を

中
心
と
し
て
ｌ
」
（
大
谷
大
学
研
究
年
報
第
三
十
二
集
）

（
皿
）
私
が
修
士
一
回
の
時
に
受
け
た
山
口
益
博
士
の
講
義
の
こ
と
で

あ
る
。

（
五
十
六
年
二
月
二
十
五
日
脱
稿
）
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